
 

 

１．はじめに 

 私は北海道札幌市に生まれ、札幌市内の高校卒業後に

興味を抱いていた専門学科（土木・建築関係ではない）の

ある千歳の大学へ進学しました。 

そしていよいよ卒業の迫った 4 年生の時、自分が学ん

できた専門を活かしつつ。。。？、何故か公共インフラに携

わる建設コンサルタントに興味が膨らみ、それこそ駄目

もとで現在の会社に就職を希望し、なんと採用していた

だくことができました。 

 就職したホクスイ設計コンサルは、仕事の内容をＨＰ

で見ていましたが、上下水道・土木全般・環境・廃棄物・

建築と職員数の割には多くの専門分野を抱えて地方自治

体の公共事業に関わっていることは理解できましたが、

正直、仕事の内容がイメージできる状況に無かったのが

本当のところです。 

 ただ、採用面接時に面接官から「大学で学んできたこと

も大事だが、働いてからが本当の勝負！」と言われて内定

受諾・入社に踏み切ることが出来ました。 

 そして、入社後に上下水道グループに配属され、現在ま

で主に下水道管路施設の設計に励んでいます。 

 

２．入社から現在まで 

(1)入社時 

私は 2020 年 3 月に大学を卒業しました。2020 年は新型

コロナウイルスの感染拡大により、大学の卒業式等のイ

ベントが全て中止となり、社会人となる実感のないまま

2020 年 4 月に株式会社ホクスイ設計コンサルへ入社する

こととなりました。 

入社時、私のほかに同期入社がおらず、加えてコロナの

影響でコミュニケーションが取りにくく、孤独感を感じ

ました。また、新入社員歓迎会やビジネスマナー講習会も

コロナの影響で中止となり、大学の終わりから不安な生

活が続きました。 

入社後もコロナ禍の影響は大きく、研修会等が次々と

中止になり、外部で学ぶ機会が少なかったと思います。そ

んな中、上司から CAD の使い方や上下水道の基礎を教え

ていただき、多くの学びを得ることができました。 

３.自分の仕事 

〔1 年目〕 

 入社して半年は上司から CAD の使い方を学び、ある程

度の製図技術を習得することができました。また、（基

礎を学ぶのに加えて）発注者との打合せに同行して打合

せの内容やマナーなどお客様との関わり方を教わりまし

た。 

半年を過ぎてからは上司のサポートを受けながら業務

を担当し、CAD での図面作成や打合せを行いました。初

めて担当した業務は、合流式下水道を分流化する合流式

下水道改善実施設計です。これは生活排水等の汚水と雨

水を同じ下水管で処理している地域に、新規で汚水管を

布設し分流化をするために必要な詳細設計業務になりま

す。コンサルの仕事の流れを知り、図面作成の重要さを

学ぶことができました。 

〔2 年目〕 

2 年目には別の部署に後輩が入社しました。同期がい

ない私にはいい指標となっています。また、1 年目と同

様に合流改善業務を担当し、1 年目の反省を踏まえて自

分で考えて業務を進めるなど、少し順調に進めることが

出来ました。これが無我夢中だった「２年目」です。  

〔3 年目〕 

 3 年目はだんだん業務にも慣れてきました。より多く

の自治体に足を運び、自治体ごとの考え方や方針などが

あること知りました。合流改善だけではなく、汚水管実

施設計や布設替えなど様々な業務を経験できました。少

しは前に進めた「3 年目」だったと思います。 

〔4 年目〕 

 現在は 3 年目と同様に多くの業務を経験しつつ、2 年

目、3 年目、そして下水道展を経て、図面や報告書等の

見やすさを改善できるように業務を行っています。まだ

まだ業務指示を出せるレベルに達していないかもしれま

せんが、現在は資格取得も含めて前向きに考える「４年

目」を走っています。 
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４.自分を変えたかもしれない〔下水道展〕 

 2023 年、国内最大級の下水技術の展示会である下水道

展が札幌で開催されました。入社 4 年目の私は 1 度も参

加したことがないため、地元の札幌で参加できるのはと

ても幸運でした。毎年開催されているとはいえ、次に札

幌で開催されるのはかなり後になると思うので、最新の

技術や機器の展示をじっくり観覧しようと考えていまし

た。 

 そんな中、下水道展の 3 ヶ月前に上司から『水コン協

ブースの運営委員会に参加してみないか』と声が掛かり

ました。内容は就職活動を迎えた学生に対して水コンサ

ルタントを知ってもらうため、水コンサルタントとは何

なのか。そして若手コンサルタント技術者としての仕事

を紹介するというものです。その参加意義を理解し、学

生に近い年齢で魅力を伝えることができ、さらに自らの

スキルアップに繋がると考え、運営委員として参加する

ことを決めました。 

 運営委員会では、今までコロナ禍で交流できなかった

同年代の技術者と出会うことができました。同年代とい

うこともあり、提案やアイデアなどがしやすく、刺激も

大きく楽しい活動となりました。 

下水道展に向けて作業をしている際には、チャットツ

ール内で作業することや、打合せ時にパソコンでメモを

取っている光景を見てカルチャーショックを受けまし

た。学生に向けて発表するにあたって、パワーポイント

の時間調節・発表練習やわかりやすい内容の選定など打

合せを重ね、より魅力が伝わるものを作成できました。 

下水道展当日、緊張もありましたが同じ発表メンバー

に助けられ、学生などに向けて魅力的な発表をすること

ができました。発表時以外は下水道展のブースを見て回

り、最新の技術や機器など実物を見ることが出来まし

た。下水道展も来場者 3 万人越えの大盛況で幕を閉じ、

ブースの出展と技術等の観覧のどちらも体験できたた

め、素晴らしい経験となりました。 

 

写真-1 発表時の様子 
 

今回の発表準備・発表を振り返って今後の仕事にフィ

ードバックできる点がありました。<1 つ目>は説明力不

足を認識したことです。発表準備時・発表時を振り返る

と、話し方の組み立てやアドリブ力の無さを感じまし

た。<2 つ目>は資料(パワーポイント)作成のセンスで

す。ほかのメンバーに比べて使用するフォントや色、配

置など見にくいものになっていたと思います。ほかにも

改善すべきものがたくさん見つけることが出来たので今

後は資料を見る人を意識して修正できるよう前向きに努

力します。 

 
５.趣味について 

 突然ですがこんな私にもいくつかの趣味があるので紹

介させていただきます。休みの日には息抜きや頭の中の

整理を兼ねて長い距離を歩いています。1 日に 10Km ほど

歩くこともあります。そして、時々山登りなどもしま

す。歩くときは、しっかりとした行先を決めずに大きな

リュックとデジタルカメラ、ライトや地図、コンパスな

どまるで探検に出るかのような装備をして日常に溶け込

む素晴らしい景色を探し続けています。 

 

写真-2 登山道 

 

歩くときには、目的地を歴史博物館や鉱石の博物館な

ど独特な空気を味わえる場所に設定することもありま

す。このうち、山の中にある博物館の場合は、楽しく歩

けることに加え、写真撮影可能な箇所では非日常的な写

真を撮ることができます。 

 

写真-3 博物館の展示(時計) 

            

最近では写真だけではなく、アクションカメラを使

用し、動画撮影も行っています。今後は北海道の景色

だけではなく、全国を旅することが目標です。 

 

６.おわりに 

１年目から３年目までコロナウイルスによってさま

ざまなことが制限されていました。そんな中、４年目

では下水道展という大イベントによって自信と今後に

向けての課題を見つけることができました。これから

は課題を克服しながらより良い技術者になれるように

努力していきます。 


